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昭
和
三
十
八
年
度
の
予
算
原

案
が
ま
と
ま
り
三
月
十
二
日
か

ら
開
か
れ
た
才
一
回
定
例
市
議

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

○
…
：
・
予
算
を
み
る
と
、
一
般

会
計
の
予
算
規
棋
は
総
額
三
億

四
千
六
百
余
Ｈ
で
昨
年
当
初
に

く
ら
寺
へ
三
千
二
百
余
万
Ｈ
の
増

題
と
な
り
市
政
施
行
鎧
大
の
予

算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

○
：
：
・
・
予
算
編
成
に
当
り
ま
し

噺
篭
難
獅
繩
燗
一
二
億
四
千
万
円

て
は
、
市
の
当
面
す
る
懸
案
事

項
で
あ
り
ま
す
跨
線
橋
の
建
設

松
岡
小
学
校
、
老
朽
校
舎
の
改

築
、
県
立
工
業
高
校
建
設
分
担

金
等
の
三
大
串
業
を
主
軸
と
し

て
細
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
た
め

そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
は
、

あ
る
程
度
の
制
約
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
建
全
財
政
を
維
持
す

る
た
め
に
や
も
う
得
な
い
も
の

と
思
い
・
ま
す
、
し
か
し
な
が
ら

し
か
し
な
が
ら

市
民
の
福
祉
と

行
政
水
準
の
向

上
維
持
の
た
め

に
は
、
最
大
の

努
力
が
払
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

○
…
才
入
面

か
ら
見
ま
す
と

ま
ず
市
税
に
お

い
て
は
昨
年
よ

り
二
千
五
百
万

円
の
増
収
を
見

込
ん
で
お
り
ま

す
。
税
収
外
に

つ
い
て
の
主
な

る
も
の
は
、
地

方
交
付
税
七
千

九
百
余
万
円
、

国
庫
支
出
金
七

千
七
百
余
万
円

市
債
一
千
七
百
万
円
等
、
適
格

な
る
積
算
の
韮
に
計
上
い
た
し

ま
し
た
、
又
旧
町
営
住
宅
倣
地

処
分
費
、
工
業
高
校
隣
接
分
担

金
等
を
新
規
に
計
上
し
て
お
り

『
さ
↑
キ
ー
。

○
：
。
：
・
才
出
面
の
予
算
を
見
ま

す
と
、
消
費
的
経
費
を
極
力
節

減
し
、
投
資
的
経
我
の
計
上
に

最
大
の
努
力
か
払
わ
れ
て
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
性
質
別
に
分
け

て
ゑ
ま
す
と
人
件
費
九
千
五
百

余
万
円
、
物
件
饗
四
千
七
百
万

円
、
維
持
修
繕
費
五
百
二
万
円

扶
助
費
六
千
二
百
余
万
円
、
補

助
費
二
千
七
百
万
門
、
普
通
建

設
事
業
費
五
千
万
円
、
失
業
対

箙
事
業
三
千
万
Ｈ
、
公
債
費
二

千
万
円
、
そ
の
他
七
百
万
円
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
人
件
費
物
件

費
等
の
増
大
は
向
上
せ
る
行
政

水
準
を
維
持
す
る
上
か
ら
止
む

を
得
な
い
も
の
と
思
い
、
震
す
。

事
業
の
内
容
等
の
く
わ
し
い

こ
と
は
次
号
で
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。
上
程
さ
れ
た
科
目
別
予

算
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
こ
の
予
算
原
案
は
三
月

二
十
日
の
本
会
議
で
満
場
一
致

蔽
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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補
充
選
挙
人
名
簿
は
、
基
本

選
挙
人
名
簿
に
登
録
漏
れ
に
な

っ
た
者
や
、
そ
の
後
に
新
た
に

登
載
資
格
を
得
た
者
な
ど
の
た

め
に
、
選
挙
の
あ
る
た
び
に
選

挙
人
の
申
請
に
よ
り
洲
製
す
る

〃
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
〃
と
い
う
考
え
方
で
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
市
や
町
や
村
や
都
道

府
県
に
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
、
私
た
ち
住
民
の
手
で
片
付
づ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
地
方
自
治

で
す
。
こ
の
地
方
自
治
を
実
際
に
運
営
し
て
ゆ
く
直
接
の
担
当
者
は
、
知
事
や
市
町
村
長
や
議
会

の
議
員
で
す
。

四
月
十
七
日
に
は
、
今
後
四
年
間
、
県
の
政
治
を
記
す
県
知
事
と
県
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

政
治
の
良
否
は
、
選
挙
の
良
否
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
そ
の
意

義
を
深
く
認
識
し
て
不
正
を
排
し
情
実
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
厳
粛
な
気
持
で
だ
れ
も
が
投
票

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

補
充
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
の
特
に

①
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
高

受
付
は
四
月
四
日
’
七
日
ま
で

萩
市
に
居
住
し
て
い
る
者
で

本
年
四
月
三
日
ま
で
に
満
二

充
選
挙
人
名
簿
は
、
基
本
名
簿
で
す
。

十
才
に
な
る
方
．
（
昭
和
十

人
名
簿
に
登
録
漏
れ
に
な
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

八
年
四
月
四
日
以
前
に
生
れ

者
や
、
そ
の
後
に
新
た
に
い
な
い
者
は
投
票
を
す
る
こ
と

た
者
）

資
格
を
得
た
者
な
ど
の
た
が
で
き
な
い
か
ら
、
ま
づ
も
つ

、
選
挙
の
あ
る
た
び
に
選
て
名
簿
に
登
録
し
て
あ
る
か
ど
②
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
高

萩
市
に
居
住
し
て
い
る
有
権

の
申
請
に
よ
り
洲
製
す
る
う
か
を
碓
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

者
で
あ
っ
て
、
昨
年
十
二
月

溌
知
事
及
び

県
会
議
員

ノ
投
票
日
は
四
月
十
七
日
（
水
曜
日
）
て
す

’

､巳巳

I

I

県
知
事
選
挙
の
告
示
は

三
月
二
十
三
日
で
す

県
会
議
員
の
告
示
は

四
月
二
日
で
す

立
会
演
説
会
の

お
知
ら
せ

本
市
に
お
い
て
は
県
知
事
候

補
者
の
立
会
演
説
会
が
次
の
よ

う
な
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で

せ
ひ
近
所
さ
そ
い
あ
っ
て
お
聞

き
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
日
午
後
一
時

場
所
高
萩
中
学
校

へ
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
成
人
式
を
済
ま

さ
れ
た
方
で
も
、
昨
年
の
市
長

選
挙
の
入
場
券
が
届
か
な
か
っ

た
方
は
同
じ
よ
う
に
申
請
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

名
簿
の
調
製
期
日
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

記

一
、
調
整
現
在
期
日

昭
和
三
十
八
年
四
月
三
日

一
、
申
請
期
間

同
年
四
月
四
日
か
ら

同
年
四
月
七
日
ま
で

一
、
補
充
名
簿
の
縦
覧
及
び
異

議
申
立
期
間

Ⅱ
年
四
月
十
一
日
か
ら

同
年
四
月
十
三
日
ま
で

一
、
縦
覧
の
場
所

高
萩
市
役
所

一
、
確
定
期
日同

年
四
月
十
五
日

「
議
会
政
治
の
基
礎
は
選
挙

で
あ
る
。
基
礎
が
清
く
な
け
れ

ば
清
ら
か
な
政
治
は
望
め
な

い
」
と
上
智
大
学
助
教
授
伊
藤

勲
氏
は
言
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
過
去
四
年
間

一
人
の
選
挙
違
反
者
も
出
し
お

り
ま
せ
ん
こ
と
は
実
に
喜
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ

と
つ
に
婦
人
学
級
や
青
年
学
級

な
ど
の
社
会
救
育
と
公
明
選
挙

常
時
啓
発
等
に
お
け
る
話
し
あ

い
活
動
に
よ
る
成
果
と
選
挙
人

各
自
の
自
覚
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
度
行
わ
れ
る
県
知
事
及
び

県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も

選
挙
違
反
者
を
出
さ
な
い
よ
う

に
各
自
が
お
互
に
注
意
を
致
し

ま
し
ょ
う
。

何
人
も
立
候
補
し
た
か
ら
に

は
当
選
し
た
い
、
推
薦
し
た
か

〈
成
果
が
上
り
つ
つ
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
私
は
二

月
十
八
日
の
臨
時
市
議
会
に

お
い
て
図
ら
ず
も
議
会
の
同

意
を
え
て
、
再
び
助
役
の
重

文
化
的
な
住
み
よ
い
市
、

よ
り
豊
か
な
高
萩
市
を
作
る

た
め
に
は
、
今
後
幾
多
の
事

業
が
山
積
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
努

力
と
市
民
の
強
い
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
、
着
々
と
そ
の

氏

選
挙
違
反
は
市
政
の
恥
凹

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

助
役
岩
本
啓

吟
岩
本
啓

ら
に
は
当
選
さ
せ
た
い
と
思
う

の
は
人
情
で
し
ょ
う
が
、
し
か

し
そ
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た

め
に
は
ま
ず
一
定
の
ル
ー
ル
の

中
で
選
挙
運
動
が
行
わ
れ
て
こ

そ
、
そ
の
行
為
が
真
に
生
き
て

く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
「
善
き
目

的
は
善
き
手
段
で
為
し
遂
げ
ね

ば
な
ら
・
な
い
。
も
し
悪
し
き
手

段
で
為
し
遂
げ
よ
う
と
す
れ
ば

善
き
目
的
も
悪
し
き
目
的
と
異

な
ら
ぬ
事
に
な
る
」
と
云
っ
て

い
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
る
知
事
、
県
議

選
に
お
い
て
も
、
選
挙
人
恥
蓮

動
員
も
候
補
者
鴫
進
ん
で
公
転

選
挙
法
・
を
守
り
、
地
方
自
治
の

確
立
の
た
め
、
公
明
選
挙
こ
そ

明
る
い
住
み
よ
い
く
ら
し
に
続

く
道
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
棄

権
す
る
こ
と
な
く
清
い
一
票
を

投
じ
て
下
さ
い
。

選
挙
違
反
は
市
民
の
恥
で
す 治

っ
て
安
村
市
長
の
公
約
実
現
一

の
た
め
、
一
意
努
力
し
た
い
一

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
一

鮭
を
賜
り
”
た
い
シ
思
い
吉
す
－

Ｉ Ｉ
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

も
と
よ
り
筏
学
非
才
果
し
一

て
こ
の
大
任
を
全
う
し
得
る
↓

か
ど
う
か
甚
だ
危
愼
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
も
過
一

去
の
経
験
と
反
省
の
上
に
立

qRワ
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昨
年
十
二
月
五
日
に
着
工
し
た

秋
山
小
学
校
（
児
童
数
一
七
八

○
名
）
の
給
食
室
は
三
月
二
日

日
興
建
設
Ｋ
Ｋ
の
手
に
よ
っ
て

完
成
し
、
待
望
の
完
全
給
食
が

三
月
四
日
か
ら
始
り
ま
し
た
。

総
坪
数
二
九
、
三
七
坪
、
総

工
事
費
一
六
八
万
円
を
か
け
た

鉄
骨
及
ブ
ロ
ッ
ク
造
平
家
雄
の

モ
ダ
ン
連
築
で
す
。
う
ち
設
備

費
に
一
四
二
万
円
を
か
け
て
、

食
器
洗
稚
機
、
球
根
裁
断
機
、

L詫

鰯榊 ' 域 』〃

蕊愈熟奮
い詞

蕊. 篭4： Ⅱ
Ｉ
市
内
小
中
学
校
て
四
番
目
Ⅱ
Ⅲ

漣
識

職
葱 ヌ屯 蕊 ､

:譽錨…＃

, 蕊、
鳴鉾癖

訂、EF4…＋ －串司

鑿蕊塞

ミ
ル
ク
ミ
キ
サ
ー
。
重
油
設
備

一
式
を
備
え
、
近
県
に
肇
ら
れ

な
い
近
代
的
設
備
か
完
備
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
食
器
洸
脈
槻
は

毎
時
六
千
個
の
洗
碓
能
力
を
も

つ
優
秀
な
も
の
で
す
。

こ
の
給
食
室
は
地
元
学
区
民

の
熱
意
と
協
力
に
よ
り
市
内
小

学
校
四
番
目
で
す
。
こ
れ
で
市

内
小
学
校
児
童
の
九
○
％
か
完

全
給
食
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

学
校
給
食
は
食
生
活
の
合
理
化

蕊
卜

i篭駕

…蕊鍵鴬蕊 E孝心

蕊
蕊

灘

惑綴

職 蝋
栄
養
の
改
善
、

お
よ
び
健
康
の

増
進
、
体
位
の

向
上
な
ど
が
は

か
ら
れ
、
ま
た

学
校
生
活
を
豊

か
に
し
、
明
る

い
社
交
性
が
養

わ
れ
る
な
ど
、

教
育
上
の
意
義

は
き
わ
め
て
大

き
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

灘蕊
蕊

鍵
世
の
中
は
全
般
的
に
み
て
一
を
考
え
、
お
互
い
に
人
間
と
し

応
安
定
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
て
尊
重
し
、
建
設
的
に
運
ぴ
あ

安
定
し
な
い
も
の
、
か
一
つ
、
大
え
ば
、
そ
こ
に
お
の
ず
結
ば
れ

事
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い
う
る
点
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

邑
○

ま
で
も
な
く
親
と
子
供
（
小
中
力

右
に
の
べ
た
よ
う
な
「
親
と

学
生
、
青
年
）
の
生
き
方
、
考

え
方
の
「
ず
れ
」
で
、
す
。
な
ぜ
子
が
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
い

安
定
し
な
い
か
、
少
な
い
品
物
録
虹
令
》
劫
畦
惟
誹
噛
江
溺
極
匪

な
ら
多
く
生
産
す
れ
ば
一
応
安
の
「
し
つ
け
」
「
家
庭
」
の
教

定
し
ま
し
ょ
う
が
、
人
間
の
場
育
」
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す

合
品
物
と
同
じ
様
に
は
い
き
ま
色
女
な
話
を
聞
き
ま
す
と
、

せ
ん
。
「
生
き
て
い
世
界
で
最
鳴
甘
い
お

る
か
ら
」
安
定
し
な
、
〕
母
さ
ん
は
、
日
本
の

２
お
母
さ
ん
ら
し
い
で

い
の
だ
と
思
い
ま

の
す
。
甘
い
だ
け
が
教

す
。
す
な
は
ち
「
生

そ
育
で
な
い
こ
と
は
ょ

き
て
い
る
」
と
い
う
方
ｔ
く
知
っ
て
は
い
る
ん

鱈
踊
翻
鰔
嬢
方
陸
謹
緬
が
雛

』
え
唾
払
も
痙
少
犀
垂
耐

よ
う
と
し
て
い
る
の

か
ら
で
す
．
こ
こ
に
子
考
剰
鰐
糾
種

「
ず
れ

が
生
じ
、

親
子
の
不
和
の
因
が
Ｌ
」
な
い
車
を
運
転
し
て

い
る
よ
う
な
、
現
在

あ
り
、
ひ
い
て
は
非
親
の
社
会
状
勢
の
中
の

行
の
基
も
こ
の
よ
う
子
供
を
親
は
善
導
し

な
と
こ
ろ
に
一
つ
あ
る
の
で
は
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従

な
い
で
せ
よ
う
か
。
決
し
て
一
っ
て
親
は
時
に
は
、
苦
し
い
こ

方
を
消
す
と
か
無
に
し
て
し
ま
と
も
、
つ
ら
い
こ
と
鯛
体
験

さ
せ
、
時
に
は
「
青
少
年
の
教

う
と
か
い
う
の
で
は
な
い
の
で

す
。
親
と
子
の
間
に
何
か
一
つ
匿
い
窄
都
穂
緬
赴
峰
腱
糀
睡
畦

の
「
邪
」
が
生
じ
幸
一
ら
、
親
の
必
要
な
修
理
用
具
を
も
っ
て
Ｍ

も
の
さ
し
で
、
子
供
の
す
べ
て

を
は
か
る
で
も
な
し
、
ま
た
親
錘
に
慰
錘
哩
四
嘩
棒
勢
七
奉
一
」

の
長
い
尊
い
経
賊
を
す
べ
て
ゼ

と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
に
し
て
し
ま
う
で
も
な
、
、

高
萩
中
藤
井
孝

時
の
流
れ
を
見
、
時
の
生
き
方

／

、
．
：
。
：
：
…
。
：
・
・
…
・
・
・
：
・
・
：
・
・
…
・
・
・
・
…
。
：
：
…
・
・
：
：
．
：
：
・
：
．
：
：
…
。
／

》
写
真
説
明
．
．
；
：
①
完
成
し
た
給
食
室
必
さ
ア
ー
給
食
だ
／
・
早
一

如
く
教
室
へ
は
こ
び
ま
し
ょ
う
③
近
代
的
設
備
を
誇
る
内
部
、
④
“

一
楽
し
い
な
ァ
、
今
日
も
笑
顔
で
完
全
給
食
。

／
：
。
…
・
・
…
・
：
…
：
…
。
：
：
：
…
。
：
：
：
：
…
・
…
…
・
・
：
・
・
・
：
。
…
…
．
．
…
、

／
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④
収
入
に

一
一
毒
室
一
一
鐸
紬
毒

落
落
壇
憲

一

写

市
内
有
明
町
三
丁
目
に
建
設
所
を
有
し
現
在
住
宅
に
困
つ
⑤
申
込
の
際
に
主
要
食
糧
購
入

中
で
し
た
市
営
住
宅
一
○
戸
が
て
い
る
方
。
通
帖
毒
提
示
し
て
下
さ
い
。

完
成
し
三
月
二
十
日
か
ら
三
十
②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
申
込
附
紙
は
市
役
所
建
設
課
に

一
日
ま
で
市
役
所
建
設
課
で
入
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
詳
し
い

居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
こ
雅
恥
確
淋
吟
坤
唯
峠
峰
畔
い
唯
い

こ
の
市
営
住
宅
は
オ
ニ
種
本
実
上
婚
姻
関
係
同
様
の
事
情
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

（
年
三
金
声
の
三
保
声
険
）

造
平
家
瓦
葺
、
九
、
五
坪
で
月
に
あ
る
も
の
、
そ
の
他
幡
約
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

額
家
賃
は
約
二
千
四
百
円
程
度
者
も
含
む
）
が
あ
る
も
の
（
料
）
（
は
）
（
お
）
｛
早
）
（
く
）

ｉ
ｉ
く
Ｉ
ｉ

に
な
る
見
込
み
で
す
。
③
入
居
の
申
込
を
し
た
日
の
前

年
余
保
険
料
の
納
期
も
、
本

。
申
込
み
資
格
は
．
．
：
．
月
か
ら
過
去
一
ヶ
年
間
の
所
年
度
最
後
の
納
期
で
あ
る
矛
四

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
得
の
平
均
月
収
か
ら
扶
養
親
期
（
三
月
１
四
月
）
に
入
り
ま

族
一
人
に
つ
き
し
た
。

■
癖
説
■
蕊
蛎
議
鵲
壼
種
《

矛
三
期
の
納
期
限
で
あ
る
一

二
千
円
を
控
除

し
た
額
が
二
万

円
以
下
で
あ
る

し
た
。矛

三
期
の
納
期
限
で
あ
る
一

月
を
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
保
険
料

）
．
」
‐
〆
」

④
市
税
を
洲
納
し

て
い
な
い
方

◎
申
込
方
法
は
…

申
込
害
に
は
次

の
書
類
を
添
付
し

て
市
役
所
建
設
課

へ
本
人
叉
は
家
族

の
方
が
持
参
し
て

下
さ
い
。

①
源
泉
徴
収
票
又

は
給
与
証
明
書

②
市
税
納
税
証
明

圭
昌

⑧
婚
約
者
は
婚
約

証
明
書

・
を
納
め
て
い
な
い
方
は
至
急
納

め
て
下
さ
い
。

只
今
係
で
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
方
の
た
め
に
、
保
険
料
未

納
者
宅
を
個
別
に
訪
問
し
、
年

金
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
を
兼

ね
、
保
険
料
の
納
入
督
励
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
の
淋
納
は
自
分
の
た

め
に
偉
大
な
損
失
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は
自
分
自
身
の
も
の

で
あ
り
、
自
分
の
生
活
の
支
え

に
な
る
も
の
で
す
。
保
険
料
を

納
め
て
安
心
し
た
生
活
を
送
っ

て
頂
く
た
め
に
、
係
員
の
訪
問

の
折
は
相
談
の
上
保
険
料
納
入

方
に
つ
い
て
特
段
の
ご
協
力
を

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
の
事
な
が
ら
被
保
険
者

を
確
認
し
て
保
険
税
の
賦
課
の

適
正
を
期
す
る
と
と
も
に
法
令

の
改
正
に
と
も
な
い
、
被
保
険

者
証
の
訂
正
を
す
る
た
め
に
別

表
の
よ
う
に
被
保
険
者
証
の
検

と き

3月251

一■■

時間

9時～5時

〃

検認の場所’ 地 域

私ﾘ熱．
#

市役所鬮脈課|鎖j,亨鰕全鳶和町｜
－|駒木原、 被

保
険
者
証
の

検
認
を
お
忘
れ
な
く

台高萩
〃

26日

〃

27日

2－－’
行人塚高

一
赤

午
時

正
４

－
｛

時
時

９
１

膳學|篝
戸公氏舘高戸､石河原、

慧嘩學卿小和田、

｜
北
一
附

時
午

４
正

（
（

時

時

１

ｊⅨ

沮公民舘 川仙、馬場、すどれ、
，粕内

〃

28日

I

’

組公民館 千代|]1、前の内、二本
｜杉、畑中、 ↓lllの内

認
を
い
た
し
ま
す
の
で
検
認
場

所
へ
必
ず
被
保
険
者
証
を
持
参

し
て
検
認
を
す
ま
せ
て
下
さ
い

検
認
を
受
け
ま
せ
ん
と
医
者

に
か
か
る
時
損
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
お
忘
れ
な
く
／
，

『~i暗|雷。全臆鯖I鯛､腎の紙､望海、】時～4時|関

”日

〃

l0時~正午 石滝公民鎬蔬悪

]時～4時|砿山下公民舘秋山下、秋山坑

’0即崎-正午 "馴岼公雌蕊識仙'中､ ＊4月,日M1時-正午山手公躍|高萩炭砿、

ｉ

|上方扣野、

ｎ
冊

／

存

４
｛
一

斗
ザ
寺

Ⅱ
Ｈ

１
０日

〃
ワ
ョ

時
1()時～正午

烏名公民縮'鳥需､阿岸駒木原
台高萩

高
萩
小
四
月
八
日
午
前
九
時

秋
山
小
″
十
時

東
小
″
〃

松
岡
小
″
〃

上
君
田
小
四
月
六
日
午
前
九
時

下
君
田
小
″
〃

横
川
小
″
〃

高
萩
中
四
月
八
日
午
前
十
時

松
岡
中
″
〃

君
田
中
″
〃

幼
稚
園
四
月
六
日
〃

栗公民舘若栗全域
、ｳと

'二1
／

■
Ⅱ
伊
Ｌ
ｎ
Ｅ
“
く
仏
ｂ
グ
ー
、
Ｂ
Ｆ
４
、
り
び
〃
ｎ
℃
〃
ｆ
、
〃
グ
！
、
〃
グ
４
１
Ｊ

●

入
学
式
の
ご
案
内

１
、
ぷ
ぴ
、
〃
咄
噛
Ｊ
ｌ
７
〃
鼠
リ
タ
己
、
，
″
日
玖
７
分
勺
心
，
ｆ
、
ｊ
〃
８

道
路
上
の
遊
び
は
や
め

て
下
さ
い
。
公
園
は
み
な

さ
ん
を
待
っ
て
お
り
ま

す
。

写
真
は
春
日
児
童
公
園
の

施
設
の
．
ヘ
ン
キ
塗
り
か
え

冬
子
炉
ｊ
Ｏ竺 ｣時一息時 旧上君閖霞所|上君旧〃

「
』
⑪
⑯

｝
｝

〆
〆

時
時

０
１

［
Ｈ
Ｈり

ひ
〃

3日|I()時～正午 下君田公民舘下君田〃

〃 1時～3時横川公民鎬横川〃
｜‐

4日10時～正午,大能公民舘大能グ能公民舘'大

-’～3時|中戸川公民舘中戸jl |〃
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